
図-1 台風中心気圧と最大風速半径
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1. 研究目的 気候変動に関する政府間パネル（IPCC）

の第 4 次報告書（AR4，2007）では，将来の熱帯低気

圧の強度は増大し，最大風速や降水強度は増加する可

能性が高いことが報告されている．ゆえに予測され得

る温暖化環境下において，台風に代表される極端現象

に関して，できる限り正確かつ定量的な影響評価を行

う必要がある．本研究では，現在と将来における高潮

の再現確率の変化を明らかにすることを最終目的とし

て，2 次元台風モデルによる高潮計算に対応した確率

台風モデルを作成するために，最大旋衡風速半径等の

台風特性のパラメタリゼーションを行う．

2. 中心気圧と最大風速半径の関係 気象庁ベストト

ラック資料と天気図から時間毎の台風の中心気圧と最

大風速半径を取得し，これらの相関を調べた．図-1 は

台風の中心気圧と最大風速半径の関係を示した散布図

である．横軸は台風中心気圧 Pc [hPa]，縦軸は最大風速

半径R0 [km]であり，1951年～1999年のデータである．

中心気圧 10hPa 毎の最大風速半径の出現確率分布図と，

その出現確率にワイブル分布を最尤法によってあては

めたものを図-2 に示す．(a) 図は 895hPa 以下，(b) 図は

895～905hPa で(c) 図以後，10hPa 毎の結果である．ワ
イブル分布の確率密度関数 f (x)は以下の式で表される．

      
 


xxxf exp

1 (1)

ここで，は尺度母数，は形状母数， は位置母数

である．確率密度分布は中心気圧の低いときでは，正

規分布のような形状を示しており，高いときでは，指

数分布のような形状を示しているが，すべての条件に

対してワイブル分布をフィットさせることができた．

フィットさせたワイブル分布の位置母数，尺度母数お

よび形状母数の 3 つの母数が中心気圧の関数にならな

いか検討した．その結果，各母数に対して近似線をあ

てはめることができた．よって中心気圧が決まれば，

最大風速半径の確率密度を決められるようになった．
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(c) 905～915hPa (d) 915～925hPa
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(e) 925～935hPa (f) 935～945hPa

図-2 最大風速半径の出現確率分布
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最大風速半径の
変化量の範囲

図-3 最大風速半径の変動量

の範囲の設定
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(a) 気象庁 BT (b) 計算結果

図-5 最大風速半径の確率密度分布

図-4 台風中心気圧と最大風速半径の

関係（青：気象庁 BT，赤：計算結果）

3. 連続性の導入 台風の諸元情報は，時系列的に連続

しており，その前後関係には強い相関関係があると考

えられる．そこで，2. で決定した推定方法を用いて台

風の中心気圧から，最大風速半径を算出する際に連続

性を考慮するために，その変動量に範囲を設定するこ

ととした．設定方法は，以下に述べるとおりである．

資料から中心気圧の変動量Pc (=Pcn+1-Pcn) [hPa]と最

大風速半径の変動量r 0 (=r0n+1-r0n) [km]を取得し，これ

らを中心気圧 Pcによって 20hPa 毎に分け，最大風速半

径の変動量r0 と中心気圧の変動量Pc の関係につい

ての回帰式を求める．最大風速半径の回帰直線からの

標準偏差[km]を a 倍した値だけ，回帰直線を上下に

平行移動させた直線をひき，この 2 本の直線を最大風

速半径の変動量r0 の範囲とした．図-3 にそのイメー

ジ図を示す．横軸は中心気圧の変動量Pc [hPa]，縦軸

は最大風速半径の変動量r [km]である．黒の直線が回

帰直線を示し，赤の直線が最大風速半径の変動量の範

囲を示している．係数 a の値を変えて，確率台風モデ

ルによる 100 年間×100 セットの計算結果（安田ら,

2009）に対して r0を求め，最も再現性の高かった値を

採用する．

中心気圧 5hPa 毎に，ベストトラックと計算結果の

最大風速半径の平均値と標準偏差の比較，また時系列

変化を調べることによって，以下の式により，係数 a

を与える方法を採用することとした．

  110900  cnPa (2)

ここで，Pcnは侵入中心気圧 [hPa] である．

4. 計算結果の妥当性 ベストトラックデータと計算

結果の中心気圧を横軸に，最大風速半径を縦軸にプロ

ットしたものを図-4 に示す．中心気圧 930hPa 以下で

は，出現確率分布において，あまり再現されていない

ようにみえるが，中心気圧 930hPa 以下の勢力の大きい

台風は，資料数が少ないためだと考えられる．一方，

中心気圧 1000hPa 以上では計算結果の方が，小さい値

を示す傾向があるが，中心気圧 1000hPa 以上の台風は，

勢力としてはとても小さく，災害の規模を予測するに

あたって，このバイアスが致命的な予測誤差を生むと

は考えにくいので，ここでは重要視しない．図-5 に示

した確率密度分布で比較すると，資料数の少ないとこ

ろでやや誤差があるものの，本手法によって，最大風

速半径を推定できるようになったといえる．

5. まとめ 確率台風モデルによって作成される台風

の強度を確率的に決定することが可能となり，高潮計

算に対応した確率台風モデルに改良することができた．

また，本研究の結果を，温暖化の影響を考慮した将来

条件の確率台風モデルに取り入れることにより，将来

気候下における高潮の再現確率を予測できるようにな

った．
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